
6

1．鉄道環境保全林の形成

　　Bildung　der　Umweltschutzwalder　entlang　von　Bahnlinien

　鉄道新線の建設に際しては，高架方式，地下の掘わり方式の採用をはじめ，環境面に対しては

防音壁の設置など，様々な土木技術的対策が施されている。しかし，個々の土木技術だけによる

対策では騒音などの公害をいかに少くするかの成果が精一杯で環境の保全，創造には不十分な場

合が多い。とくに，ここ長野県岡谷市の二二・三沢地区のように住宅集落内を鉄道線路が通過す

ることになる場所では，より多様な環境保全，よりよい環境を形成するための施策を計画・実施

することが必要である。新線と地域住民が将来ともに共存しうるような，安定した環境の形成が

望まれる。すなわち地域住民の生活の場と新鉄道線路とが郷土の固有の緑のフィルターを通して

共存できるような境界環境保全林の積極的な形成が望まれる。

　鉄道境界環境保全林の形成に際しては，その土地の自然環境の許容鞄囲の枠内での具体的な計

画が前提となる。

　岡谷地方の鉄道線路沿い境界環境保全林の形成に際しても気候，風土に合致した。一見平凡で，

ありふれた緑のように見えても，実はもっとも安定した郷土の樹種による環境保全林の創造が麟

ざされなければならない。このような，EI本の伝統的な，時間と共に確実に生育する生態学的な

環境保全林の形成を巨1ざして，1978年からの継続的な岡谷市周辺の植生環境調査を基礎に，地域

に応じた環境保全林の創造が以下の計画にしたがって実施された。

2．植栽地盤
　　Unterlage　f廿r　die　Bepflanzu貧9

　環境保全林の形成には，苗木の樹種，晶質の選定とともに，適切な植栽地盤作りが要求される。

植栽地盤の良否は，苗木植栽による環境保金林の成否にもかかわってくる半半な基礎である。

1）盛土　（表層土の保全とマウンド形成）

　　Gestalttmg　der　Damme（Dammbau　und　Erhalttmg　des　Mutterbodens

　生態学を基礎とした環境緑地を目卸している鉄道環境保金林では，苗木の選定と同様に，より

自然に近い土壌作りが前提条件となる。したがって，橋原・三沢地区では，中央本線の土木逸事

着工と同時に，表層土の確保をおこない，鉄道環境保全林形成予定地に仮置し，植栽地盤作りの

際に客土，復元して利用する作業形態がとられた。

　植栽地盤は基本的にはマウンド型に土塁を形成して，停滞水による根ぐされがおこらないよう

に配慮された。

　一方，三沢地嬢ではマウンドや斜面上に山土による客土がおこなわれた。



7

　　　　　　F19．3　盛±上に形成された環境保金林（二訳，　B地区）
　　Auf　dem　neu　geschaEenen　Damm　gepnanzter　U狙weltsckutzwald（9　Monate　nach
　　P錘anzung，　Marz　1983，　B　Bez三erk　m　Misawa）。

　2）斜面保持
　　　Schutz　der　Hange

鉄道環境保全林の形成予冗地は，一部で斜蜘（のり預D地域かある。この斜醐地では，竹材と

　響讐舞琴鷹野霧　臨

際薩㍉こ嚢

欝欝　熱熱
　　　　　　．懲

懲＿

等欝：　　　　　　　　　　　儲
　r芦甲㌶恥

　　　　　F194　三隅による斜画保持の実施例（、～尺，　R地区）

Entlang　der　neuen　Bahnllnle　wurde　em　Damm，　aufgeschutzt　und　mlt　den　Bambusrohr

oberHachllch　geschutzt，darauf　wurden　Ja鷺gbaume　gep丑a職zt（Mlsawa，　R　Bezlerk）．
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くいを使用して土留めがおこなわれた。このようにして土留めがおこなわたれ上で，表層土の復

元をする方法がとられた。

3）　マルチング

　　Strohdeckung

　鉄道環境保全林の形成は，白鍵種による，ポット苗植栽によっておこなわれ，いわゆる将来完

成型の環境緑地を目ざして行われている。したがって，植栽初期においては，苗木の葉張りも少

ないことから，叢叢の抵抗力も弱く，雑草の繁茂が予想される。そこで，植栽地に対しては稲わ

らによるマルチングを金面におこなう方策がとられた。この稲わらによるマルチングは，雑草の

生育をおさえるばかりではなく，土壌の乾燥を防ぎ，冬期には保温の効果もあり，また取終的に

は，分解して，土壌に遷元されて，苗木の養分となるなどの多様な効果が期待されている。

3．苗　木　植　栽

　　PflaHzung　der　Jungb琶umen

　橋原・三沢地区の鉄道環境保全林は，将来完成型を目ざし，成木ではなく，苗木とくにポット

蕾の利用がおこなわれた。

　　Fig．5　植栽地全面に施された稲わらによるマルチング（三沢　B地区）

Die　gesamte　bep員anzte　F1員che　wurde　mit　Reisstroh　bedeckt（B－Bezirk　in　Misawa）．
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　　D　植栽樹種
　　　　　Arten　der　anzupfianzenden　Goh61ze

　鉄道環境保金林に使用された苗木の樹種の選定については，橋原・三沢地区：およびその周辺域

の現存植生と潜在自然植生の知見から，落葉（夏緑）広葉樹類，常緑針葉樹類，常緑広葉樹類の

3つの異なる生活形の樹種が，今までの調査報告書の中で植栽酵能種として提示されてきた（国

鉄中央本線一橋原・三沢地区一の鉄道境界環境保全林形成のための生態学的，植生学的な調査研

究1～W，宮脇，佐々木他1979～1982）。これらの報告書の中で提示された潜在自然植生の構成

種の中から具体的に以下の樹種が，高木，中木，低木類として選出され，植栽された（Tab，1）。

　　　　　　　Tab．1橋原。三沢地区の鉄道環境保全林の植栽樹種

Geeignete　Arten　fUr　die　Eise曲ahn－Umweltschutzwほ1der　der　Hashibara・Misawa－Bezirks

　　将来高木となる木
Hochwnchsige　Baumarten

○コナラ，○ヤマモミジ
＠‘θκε63∫θ7溜σμ466γ加〃ηα々‘〃3var．刀2α醜耀〃α8

M、t的1三聖翌翌＿i鉱論轟漁無漏＿一編

低 　木Straucher
類

◎サツキ，○ドウダンツツジ
勲040461341’0π’ノZ認OZ〃7Z，βπ々∫αノZ〃耀3ρ8η‘♂σ’Z‘3

0レンゲツツジ，○ミツバツツジ
晒0404θ7Z470πゴψ0π’α〃η，　R加404召雇ア0／Z　4ゴ1α砲’Z〃72

○夏緑広葉樹

②常緑広葉樹

▲常緑針葉樹

SommergrUne　Laubholzarten

Immergr面e　Laubholzarten

ImmergrUne　Nadelholzarten

　　2）　植栽苗木の選択

　　　　Aurwahl　des　Pflanzgutes

　植栽された苗木は，ポット菌を使用した。ポット苗は2年生ものであり，植栽時の苗木の高さ

と葉張りは以下のとおりである（Tab．2）。

　　3）植密度栽
　　　　Dichte　der　Bepflanzung

　将来完成型をめざしている鉄道線路沿い境界環境保全林を目的とした植栽は，ホット苗をでき

るだけ初期相において高密度で競争しながら共存できるように密植することが望まれる。幼苗を

密植して乾燥や寒波に耐えさせながら，再能なかぎり皐く，確実に苗木の根張り，葉張りが増撫

し，⊥屑をうっ閉し，雑草の生育を抑えることができるように森林環境を形成するためである。

ここでは，ポット苗の栽密度を高木類2本／初2，中木2本／〃32，低木3本砺2として植栽された。
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　　　　　　Tab．2　植栽ポット糖木の高さと葉張り（計画値）

H6he　und　Krone　Breite　der　Setzlinge，　die　in　T6p且en　ausgesat　und　gewachsen　waren．

階／脅・・h・・h・1 樹 種Arten
ヤマモミジ　　　　i

　　　　　　　　　　　　　ミみ・6γ卵粉槻var・…幽脚η6　i

コナラ
Qz昭7α‘s　3θ〆1’α’α

宵　　さ　（crn）
H6he

葉　弓長　り　　　（cm）

Breite　d．　KrOne

高　　木　　類
HochwUchsige
B瓢ume

中　　木　　類
Mittelhochwuchsige

　　B銭ume

マサキ
E2‘0ηツηπ‘Sブ砂0πゼC瑚ア

イヌツゲ
∫」召κoノ’6／2α’α

イチイ
Tακ％sα53μ吻’α

サツキ
R海0406θ多2470π渉η4ピ6多〃π

ドウダンツツジ
E／z々如漉加づsρ6η‘1σ’3‘s

レンゲツツジ
R1～odo46π4ア碑ブ砂0ノ．～’α〃η

ミツバツツジ
R1304046／Z4プ0π漉1σ’α’Z〃η

40

20

40

30

40

抵　　木　　類

　Straucher

30

40

30

30

40

20

20

20

　　4）　植栽面積と植栽本数

　　　　P最anzareale　und　Zah！des　Baumchen

　橋原・三沢地区に計画された鉄道環境保全林は，橋原地区3，829．7〃ノ，三沢地区1，165．9〃22の

合計4，995．6翅2におよんでいる。

　また，この鉄道環境保全林に植栽された樹木本数は，高木類，中木，低木の総計n，884本にお

よんでいる。

　　5）植栽形式
　　　　Formen　der　Bepflanzur19

　三原・三沢地区の鉄道環境保全林の計薩地は，連続ではなく，道路や河川などによって計15ヶ

所のブロックに分断されている。しかも，面積的にも大小があり地盤の傾斜，陽当りなどにも差

がある。したがって，ここでは，植栽形式を7型にタイプ分けして，植栽地の状況に応じて植栽

方式（Tab。3）を変える方法がとられた。
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　　　Tab．3　植栽方式とその特微

AnpHaRzuRgsformen　und　ihre　Merkmale

　植　栽　形　式
A叩Hanzungsform

　　玉

　　証

　霊

　V

w－I

V卜1

苗　　　木　　　類
　　　　Setzli龍gsドrypen

型

1

植　栽　地　盤
Pflanzu登terlage

1

高木，中木，低木混植型
Mischp且anzung　von　Hohen　u鷺d　Mittelhohen　Baulnen

、und　Str註uchern
緑木，．
　　　　　低木混植型
驕雛且zung　von　Mitte’h・h・n　Ba・m・n’・・d

低木樵栽型
　Strauchpf玉anzung

高木，中木混殖栽
Mischp飴nzung　von　Hohen－und　Mittelhoher　B議umen

i

低木植栽型iS，，au。hp，。＿9

i

低木植栽型
　Strauchpflanzung

　中オく，　・低オく混愛直型

MischpHanzung　von　Mitteユhoher　Baumen－und
　Str銭uchern

1

iマウ。哩D。mm．Typ

マウンド型Damm－Typ

マウンド型Damm－Typ

のり面型Hang－Type

平地型Flach－Type

　マウンド型Damm－Type

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

iマウンド型Damm－Type
i

　以上の型の植栽形式の具体的な植栽断面図および平面図を

れている。

Fig・6～11およびKarte　Iに示さ
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　　　　　　　　　Fig．6　植栽形式1の植栽断爾および平面図

P衰anzungspro費1（oben）und　Gru員driB（u鷺ten）von　Anp摂anzungsform　I．
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　　　　　　　　Fig．7　植栽形式皿の植栽断面および平面図

Pganzungspro盗1（oben）und　GrundriB（unten）von　AnpHa貸zungsform　IL
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　　　　　　　　　　Fig，8　植栽形式疽の植栽断圃および平面図

Pflanzungspro丘1（oben）und　GrundriB（unten）von　Anpβanzungsform　III．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Barnbuszaun　　Strohleine　u．a，

　　　　　　　　Flg。9　植栽形式IVの植栽断面および平面図

P貫anzungsprofi1（oben）und　Gru臓driB（unten）von　Anp且anzungsform　IV．
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’
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幽
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押え縄等

Strochleine　u．a．

　　　　　　　Fig．10　植栽形式Vの植栽断面図および平面図

PHanzungspro租（oben）und　Grundriβ（unten）von　AnpfianzuBgsform　V．
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押え縄等
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普Da．
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●

●
●
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｡　嚇

　　　　　　Fig．11　植栽形式Wの植栽断面および平面図

P且anzungsprofil（oben）und　GrundriB（unten）von　Anpfla礁zungsform　VI．

6）　植栽時期
　　Zeit　de　Pflanzung

　鉄道環境保全林の形成は昭和57（1982）年に具体的な着工に入り，植栽地盤作りおよびポット

蕗の植栽がおこなわれた。

　ポット苗の植栽は，昭和57（1982）年5月から6月にかけておこなわれ，一部は7月にずれ込

んでいる。
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4．定点観測調査

　　Daueruntersuchung

　岡谷地区の鉄道環境保全林の形成は，冬季寒冷地の夏緑広葉樹林域における我が国はじめての

ポット苗による環境緑化の実例として位置づけられる。生態学を基盤としたこうした環境緑地の

具体的な形成例は，応用科学の一例として貴紙な例であることからも，環境保金の形成，発展過

程について定期的な観測がおこなわれている。

1）調査方法
　　Methode　der　Untersuchung

　定点観測の対象地は，植栽形式の異なる緑地にそれぞれ1～2点設定し，幅2〃¢のベルト状調

査枠を，環境保金緑地を横断するように設定された。

　生育状況の調査では植栽笛木の高さ，葉張りがそれぞれ測定された。さらに，各樹種の生育状

況，土壌の良否，マルチングの有無，日当り等についても総合的に調査がおこなわれた。また植

栽計画の実施や，その後の生育状況を比較するための基礎図として植栽断面図および檀栽平面図

が作成された。

2）　植栽苗木の高さ

　　H6he　der　gepflanzten　B註umen

　植栽直後の葡木の高さの実測がまずおこなわれた。その結果，高木類であるヤマモミジ，コナ

ラの夏緑広葉樹は，測定地点の実測値では，ヤマモミジで1吻，コナラで400ηの苗木がもっとも

多い。また，苗木の高さの幅は，ヤマモミジで・1・さいもので300麗．大きいもので130c醒であり，

コナラでは20c御から8Gc彿である（Fig．12参照）。

　次に中木類のマサキでは苗木の高さ200麗のものがもっとも多く，イチイで700加，イヌツゲでは

500加の点本がもっとも多い。この中でイチイの苗木の高さに大きなバラツキがみられ，小さいも

ので50伽，大きいもので1300加あり，しかも大きい苗木がより多い。マサキの高さの幅は10c擢か

ら，90c加，イヌツゲでは20cηから800πであるが，それぞれ最多値の500寵，70cπをピークに，ほぼ

正規分布している（Fig．13参照）。

　低木類の苗木はドウダンツツジ，ミツバツツジ，サツキ，レンゲツツジのツツジ類4種が植栽

されている。ドラダンツツジ，ミツバツツジは苗木の高さは600ηのものがもっとも多く，レンゲ

ツツジで50c加である。サツキでは400加の苗木がもっとも多く，低木類の中でもっとも低い。
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　　3）　植栽苗木の葉張り

　　　　Breite　der　gepflanzten　Setzlingen

　植栽された苗木のうちで高木類の葉張りは，ヤマモミジ，コナラともに200πの苗木がもっとも

多く，葉張りの幅も100加から500加程度までとなっている（Fig。13，14）。

　申木類では，マサキが20翻，イヌツゲ，イチイが300磯騒りの苗木がもっとも多いが，イヌツ

ゲやイチイでは大きいもので60仰から80伽にも及び，最多値の300η大の三木より総数では多くな

っている。

　また低木類では，ドウダンツツジとミツバツツジが葉張り600磁の苗木が中心であり，レンゲツ

ツジで50c躍，サツキで400醒である。したがってドウダンツツジとミツバツツジの葉張りが（Tab．

2）より大きくなっているのが目立っている。

　　4）生育状況
　　　　Zuwachs

　葭木の植栽時期は1982年6月で，この定点観測時が同年10月であった。したがって，まだ植栽

後の日数が経っていないことから植栽苗木の生育状況に大きな変化は，現在までのところ認めら

れない。むしろ，次年度および次年度以降の問題して，今後生育状況や各樹種と植栽立地との関

係などが討議の対象となってくるものと考えられる。

　　5）土　　　壌

　　　　B6deR

　橋原地区の植栽地盤のマウンド⊥には，工事着工前にあった，畑地土壌を保全し，客土還元し

たもので，表土を含めて土壌としては良好なものといえる。一方，三沢地区では，マウンド地盤

にトンネル内からの採掘土が使用されている。また，その表厩には，山土をかぶせてある。

　　6）　マルチング

　　　　Strohdeckun9

　苗木植栽地の全地域に稲わらによるマルチングが施されている。稲わらによるマルチングの量

は，4κ夢／吻2である。

　　7）陽　当　り

　　　　SODnenschein

　苗木植栽地全域が，ほとんど開放景観内にあることから一般に陽当りは良好である。しかし，

中央線新線が高架となっている地区では，高架によって，1日のうち何時間か，羅蔭になる場所

がある。
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8）　苗木植栽地の雑草

　　Unkrauter　auf　den　Bepfianzten　Flachen

　鉄道線路沿いに環境保全林への苗木植栽がおこなわれたのは昭和57（1982）年の5～6月であ

った。この苗木植栽地の定点観測調査は，i司年10月25　Elに実施されている。この10月の時点で，

稲わらマルチングによって，雑草の生育量はかなりおさえられていると考えられるが，ポット繭

木植栽地には，若干の雑草の生育が認められている。これらの苗木植栽地における雑草群落を植

物社会学的に調査さした結果，岡谷地区の薩木植栽地の雑草群落は大きく2つの群落に区分され

ることが明らかとなった。

　a）　タケニグサーアレチマツヨイグサ群落

　　　漁61θのαooγ4認α一〇θノ30’々θプαδ忽π海5－Gesellschaft

　タケニグサーアレチマツヨイグサ群落は，アレチマツヨイグサ，タケニグサ，ケチヂミザサ，

スズメノカタビラ，ニガィチゴ，シナノザサで区分される。1年生の雑草植物であるが強壮な高

茎植物と，ニガイチゴ，シナノザサの木本植物が生育しているのが特徴である。

　このタケニグサーアレチマツヨイグサ群落は，三沢地区の環境保金緑地に限ってみとめられる。

三沢地区の緑地は，置土による客土によって植栽基盤作りをしていることから，土壌の違い，す

なわち埋土種子の違いが，初年度の発生雑草種群に影響しているものと考えられる。

　b）ウシハコベーアカザ群落
　　　S，θ〃α7忽αg～‘α彦∫oα，Clzθπ（4＞o認z〃πoθ雇γoηめ7％η～一Gesellschaft

　ウシハコベーアカザ群落は，ウシハコベ，アカザ，ヒメジョオン，スカシタ：ゴボウ，ヒメムカ

シヨモギ，オオアレチノギクなど多くの1年生植物とスギナ，エゾノギシギシの多年生草本植物

によって区分される。群落区分種の他にもメヒシバ，スベリヒユ，イヌビエ，アキノエノコログ

サ，ノボロギクなど多数の1年生草本植物を混生しているのが特徴である。ウシハコベーアヵザ

群落はおもに橋下地区の環境緑地においてみられた群落である。橋原地区における環境保全緑地

の植栽基盤は，おもに畑地であった場所の土壌を確保し，復元したことから，畑地雑草が良く繁

茂する結果とななつたものと考えられる。

　このウシハコベーアカザ群落は，いくつかの下位群落に区：分されるが，その中で，キレハイヌ

ガラシ，コブナグサで区分されるキレハイヌガラシ下位群落は，植栽基礎が平地で，やや湿性の

立地を指標している。

　以上の両群落は，ともに共通種群としてメヒシバ，イヌビエ，アキエノコログサなど，畑地1

年生雑草および，ヨモギなどの接地生活形の多年生植物が昌立っている。また一方，イネ，コン

フリー，キクイモなどの逸出植物もみられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab，5　岡谷B一地区の植栽種状況

Zustand　der　Pflanzung，　beurteiit　nach　der　Vitaiitat　des　Baumarten　des　Okaya　BBezirks　in　der　Stadt　Okaya．
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Gr63e　d．　Probeflache調査諏程12x4　qm

※　一｝一：gut良好　　一：nicht　gut不良
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　　　　　　　　　　　Tab．6　岡谷C一地区の植栽種状況
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Gr63e　d、　Probe月ache調査醐積2x4．5qm

※　＋：gut良好　　一：nicht　gut不良
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．7　岡谷D一地区の植栽種状況

Zustand　der　P餐an肌mg，　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumartell　des　Okaya　D－Bezirks　ill　der　Stadt　Okaya，
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Schematisches　PHanzungspro租mit　Gru登driB　des　Okaya

岡谷F地区の麺栽断面図および平面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FBezirks　in（ier　Stadt　Okaya．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．8　岡谷F一地区の植栽種状況

Zustand　der　PHanzung，　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　FBezirks　in　der　Stadt　Okaya．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab。9　岡谷H一地区植栽種状況

Zustand　der　Pfia鷺zung，　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　H－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．
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Fig．20　岡谷K地区の植栽断面図，平面図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．10　岡谷K一地区植栽種状況

Zustand　der　Pflanzung，　beurteilt　nach　der　Vitalit銭t　des　Baumarten　der　O1（aya　K：一Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名Arten

1　Elz屠απ醜z‘sカ8プ麗如’κs

2　Rぬ04040π47’oηブαρ01z∫α〃7z

3　Rぬ0404θπ4プ。η加4∫cz‘〃7

4　ノ～ん0404θπ4γoπ4〃ごτたτ≠ε〃η

5　・配加404θπ〃碗ブ砂。癖α〃12

6　Eη々如1z’ゐ部sカθη‘如≠κs

7　、配乃0404θノ～4ア。π4ガ1α如げz〃7z

8　R々04040ノ．z4プ。π4〃αげα’κ1．η

9　Eπた1召π漉オ‘sカ61’z41｛τオz‘∫

10　R乃040ゴθπ4701zブαρo／zゴα〃π

王1　R々04046η4プ。ηわz4ゴα”π

12　五1π々ゴ。㍑漉z‘5ρ6ノ’3〃α彦多55

13　」配乃04040π4劉02．～4～1α’α’Z〃π

14　ノ～海0404（～η4ノ・o窃加ご万α護17z

15　R海0404θη4ノ’oη∫ノ言4∫oz〃η

16　Rゐ040401．z4roηノα1）01ガα〃π

17　az々ノαπ漉z‘3ρθ1’諺〃ζz’z‘∫

18　R乃040461η4ノ’oπ4”α’α’κ1フz

19　1～ぬ04040η4γoπブσρoπ’α〃η

20　8π々’απ’肋fSρθs鋸1α伽S

21　勘04046π4γo／34παげσ’z”η

22　R乃040407～‘1ノ’oηカ34ゴα〃π

23　Rぬ0404θ7zd〆伽ブσρoノ万α〃π

24　Eπ々’αノ．z漉％5ρ9プκ如伽s

25　Rん04046π4γoηゴπ4ゴα‘ηz
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Gr6βe　d．　Probea譲che調査面積2x5　qm
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Datum調査年刀1三126．　Okt．ユ982．

器



㊥舗⑭勉

惣

2m

サ

ツ

畠

夢

ぢ

当

｛2）

サ

ツ

喬

サ

ツ

茜

ぢ

鎧
（詳

ぢ　サ　　　　与う
ダツ　ツ　ダツ歪

寄窃儲嵩

lm

Om

ρ

P

4

（）

，○ρ

ρρ
　　ρ

瓦）ρρρ

1ρ£論ρ

　　　0　　　　　　　　　30

13018190、60
1m 2m 3m 4m

　　　（1）勲。げ04θπ〃。ノ功～4ゴαfηz

　　　（2）磁0404θπ4γ伽ゴσ伽～’α槻

　　　（3）　　2？ん04046η470アz　ゴπ4ど6z”7～

　　　（4）勘040伽470η勿4∫α〃π

　　　（5）翫々伽伽sρ召η‘1π’z‘s

　　　（6）Eπ々ゴαπ伽sρθη〃α」z‘3

　　　（7）　　2気～々04046π470π　かz6海α4η7

　　　（8）翫々妨z伽3妙z‘履舞s

　　　（9）1～加4046π伽π4漁∫励〃η

Fig。2！　岡谷N地区の植栽断面図，平面図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．11岡谷N一地状況区植栽種

Zustand　der　P8anzung，　beurteilt鷺ach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　N－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名Arten

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

R乃odo4θπ470π痂4’Cκ班

R乃0404θπ4γ0π4∫如’α伽刀1

Eπん如π酌z4s加7z〃α彦麗3

R々0404θπ4201Z　4ゴ晶晶’Z｛ノη

1～々04046π6γ0πゴπ4’C～〃73

R加404θπ〃0ηゴψ0π’C膨η

五～々0ゴ04επ4プ0πガ7zd’0κ規

R々04046π470π4∫1α如∫κ1η

E％々如ノz〃癖5ρ6プZ4認z43

Eπ々如π♂加fSカ。η‘如詑4s

R乃04040π4γ0／Z4’1α彪伽273

R乃04046π4γ0π’η4’0κ”Z
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R1～0404θπ470πブψ07宴∫Cμ辮

R々040407認ア0日目34’α4〃Z

Rん04048π4γ0πゴπ4層目‘ノ㍑

R加404θπ〃ωZノψ0π’α〃7Z

Eπん如η〃加5ρ6η〃α’～‘s

Rぬ0404θη4ア0η加4∫0κ27Z

R海0604θη47の彦4ガ1α’α’Z〃π

Eフz々毎日加‘sカ6剛1α彦z‘s

Rん0404θπ470／Z4”α’α’π魏

Rん0404θπ4プ0π加4’α‘〃～

R乃0404θπ470π∫π4f6¢4規

R海04048π4／r伽ブαρ013ノα‘ηZ

Eフ沈ノπノ2∫加∬珊瑚如’z∫5

1～乃04040π4ア0πノαρ0π∫α〃π
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Gr6Be　d．　Probe舩che調査面積2×5．4m

※　一｝一：gut良好　　一：nicht　gut不良

Datum調査年月日26．　Okt．1982．
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　　　　Fig．22　岡谷P地区の植裁断面図，平面図
Schematisches　Pflanzu無gsprofil　mit　GrundriB　des　Okaya　PBezirks　in　Stadt　Okaya，



Zustalld　der　P8anzUl嵐9，

　　　　　　　　　　　　Tab．12　岡谷P一地区植栽種状況

beurteHt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　PBezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　Arte獄

　1

　2

3

　4

　5

6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24
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26
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R勿ゴ046／Z〃0πげフ24ゴ0％耀、

Rぬ0404βπ〃0π4ゴ1α’α’Z〃η

E，z戯曲7z漉κ3ρ6η‘如’z6∫

83407Zツ規Z‘Sゴαρ0πノ0％S
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石Z40％y7ηZ‘Sブαカ0ηfoπ3

1rz8κ　0アθ痒α’α

Ez‘0πy溺％Sゴα1》0／Zゴ0邸∫

E3‘0πアηπ45ブαρ07Zゴ0κ∫

8㍑0ηツ1η．％3ノα1》0ηガα45

T4κ％3　63‘砂24αオα

8κ0π二y輝πSブαρ0π詫¢‘∫

距κ～4s　6％句ウ’4α’α

Ez‘01¢ツ〃～Z‘ブαカ0π此：Z‘3

∬～θ．τ6ア8海如

左％0／Z♪ワηZ‘Sブαρ0π∫036ε

Eη旧情ノ2酌z43カ6プ％1α’z‘3
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　　　　　　　　　　　　　Fig．23

Schematisches　PHanzungeprofil　mit　GrundriB　des　Okaya　R－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．13　岡谷R一地賦植栽種状況

Zustand　der　PHanzung，　beurteilt　nach　der　Vitalit註t　der　Baurnarten　des　Okaya　R・13ezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　Arten

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

頭～海0404θηζ1プ0η　毎Z4ぎα〃，2

勲0404ω～（ノ70πブαρ0ノπ0κ1フZ

1ヨπ々ゴαノπんz‘∫ρ8ア％1α’z‘3

1～乃0♂046／Z4プ0η　4μα∫α’πη～

Qκ8プα‘s∫6アアα’α

Qκ（～プα‘sso7紹’σ

ノ100プカα〃ηα廊〃η　var．〃Zα’33〃1π‘プα6

盃。θγ♪始襯如ηvaゴ．｝♪競s脚，翻’αθ

ノ106プ1》μ1〃～α’！〃η　var，ノπσ’S～〃，π‘7α6

Qκ（ヲプ。κs38ノ・ηπα

／1C6γカα1η～α廊〃η　var．漉ε‘’SZ〃7π‘プαθ

Qκθγα‘5s8ηπげα

．468プ加」ノπ磁〃πvar」π躍3㈲弼7α6

Q～48プ。κ5sθηπ’σ

£％0πy多｝π‘Sゴαメ）0ア～∫CκS

凸ωπツηπ‘Sブ砂0πピα4ε

乃κκ5α45カ∫♂α如

君66〆力召17ηα’～〃η　var．ηπ‘’3Z4〃～κ堀θ

Qz昭プα‘5507’ノπ’α

サツキ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

コナラ

コナラ

ヤマモミジ

ヤマモミジ

ヤマモミジ

コナラ

ヤマモミジ

コナラ

ヤマモミジ

：コナラ

マサキ

マサキ

イチイ

ヤマモミジ

コナラ

．宵　　さ（ln）

Baumh6he

0．55

0．50

0．70

0．60

0，40

0．55

0，70

1．20

0．60

0．20

1，15

0．50

1．00

0．30

0．50

0．10

0，65

1．00

0．20

葉振りぐm）

Breite　der
KrOne

0。60

0．30

0．35

0．35

0．45

0。30

0．25

0．2（｝

0．30

0．20

0．20

0．25

0．20

0．30

0。15

0．20

0．20

0．30

0．27

生出状況
Vitalitat
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十
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　　十

　　十

マルチング
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kung

一ト

十

十

一｝・一

m

p一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一．m

十

十

十

田　漁　り
Som｝en－
schein

一｝．．一

十

十

十

十

十

十

十

十

一←

十

十

十

十

十

十

十

十

Gr6Be　d．　Probenache言周査面積2x4　qm

※＋：gut良好　一：nicht　gut不良

Datum調査年月［ヨ25．　Okt．1982．

畿
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，24　岡谷S地区の植栽断面図，平面図

Schematisches　P且anzungsprofil　mit　GrundriB　des　Okaya　S－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．14　岡谷S一地区植栽種状況

Zustand　der　PHanzung，　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　S－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　Arten

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

Eπ々如漉加43ρθη‘如≠z‘s

R1～04046π4ノ’伽1フ2α0γOSゆα1盛〃η

Rぬ040げ6η4プ0π’7261ゼ0％1η

Eπん如ノzげ肋‘s加〃‘1α’3‘s

R海04048η4プ0π4ゴ如’α々‘辮

Eπ勉αノz’加∫sρθ〃〃α’z‘3

Rぬ0404θπ4ア01．3ゴπ4’α‘η7

E／z々如1μ勉‘sカ6〃41α伽∫

R海04040フZ4ア01Z　4’～々’α々‘17．～

E／z々ゴαノz漉3護3加1・κ1αごz43

Rん04048π4γ0π4ゴ如如∫Z〃π

Rぬ0404θηイ1’0露ゴη4ゴC多〃π

ドウダンツツジ

モチツツジ（？）

サツキ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

ドウダンツツジ

サツキ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

サツキ

一匠虻

@さ（m）
Baumh6he

0．65

0．70

0．45

0．60

0．55

0．60

0．70

0．80

0．60

G．90

0．55

0．75

葉振り（m）
Breite　der
Krone

0．40

0．00

0．60

0．40

0．30

0。40

0．70

0．50

0．25

0，35

0．30

0．95

生育状況
Vitalit註t

＋※
十

十

十

m

十

十

十

十

十

十

十

土
Boden

壌

十

十

十

・曙一
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p一

十

十

十

十

十

一｝．一

マルチング
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m

十

十

十

十

十

十

o一

十

十

十

十

日　当　り
Sonnen－
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沿

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

Gr6Be　d．　Probe肱che調査’面積2×5．55qm

※　＋：gut良好　　一：nicht　gut不良

Datuln　霞白鍵曇勾三月日　26．　Okt．1982．
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R加4046πゴプ0ηゴゆ伽ゼCκノ7Z

R乃0404θ鬼42’0π碗4∫CZ〃π

R々0404θπ♂γ0％4”α彪げZ〃7Z

E嬬勿7〃～z6sカθアz磁オz‘s
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　　　　　　　　　　　　Fig．25　岡谷U地区の植栽断面図，平面図

Schematisches　PHanzungsprofil　mit　GrundriB　des　Okaya　U－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！5　岡谷U一地区：植栽種状況

Zustand　der　Pflanzung，　beurteilt　nach　der　VitaIi懐t　der　Baumarten　des　Okaya　U－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　ArteR

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1～乃040げ6η470πカ34ゴ0π〃3

Rぬ06048π470露ブαρ0卿0％吻

R乃0404επ470π　ゴ％4ゴα‘〃Z

ム～乃0404θπ470η4ノ如オα’％フ％

R乃0404θ％470％ゴαραzfo刎π

E％々げαπ漉κSjりθ鱗1磁κs

R乃0404θ刃4701¢4ガ1αげα’2〃％

五～ん04046η470／Z4”α’α彦24勿Z

去～ん0404θノZ470％ゴπ4ゴα〃π

R乃04048％47α2’％4∫α〃π

1～海040（1θπ470四　6ゴ如∫α∫％漉

R乃0404θπ470ηゴαρ0痂0κ挽

8η屠伽z酌彦5sρθη‘」磁κs

R々0404θη4roπ4”α’α’Z〃π

Rん04046π4プ0πブ砂07Zゴ6κη¢

Eπた彪％漉z‘3カ。η〃α’z‘5

サツキ

レンゲツツジ

サツキ

ミツバツツジ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ
へ　　　　　　　　　　ぞ

気ツハツツン

サツキ

サツキ

ミツバツツジ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

@さ（m）
Baumh6he

0．65

0．30

0．70

0．60

0．45

0。65

0．45

0。50

0．55

0．55

0．7G

O．30

0．60

0．6G

O．65

0．6G

粟振り（m）
Breite　der
Krone

0．65

0．25

0．75

0．30

0．45

0．35

0．25

0．35

0．65

0．65

0．50

0．25

0．30

0．35

0．25

0．40

生育状況
Vitalitat
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十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

土
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壌

礫あり
　土質硬㌔、

マルチング
Strohdec－
kung
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十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

p一

十

十

十

日　勤　り
Sonnen－
schein

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一1．一

十

p一

十

十

Gr68e　d．　Probe飴che調査面積2x5qm

※　一ト：gut良好　　一：nicht　gut不良

Datum調査年月日25．　Okt．1982．
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Schematisches　P且anzしmgsprofil　mit　GrundriB　des　Okaya　V－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．16　岡谷V一地区植栽種状況

Zustand　der　Pfianzung．　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　V－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　Arten

　1

2

　3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

乃κ鋸3α‘砂げ4α如

肋κ％5α‘ミカぽ4α如

距蜘45c％ψ’4σ如

距κz‘3α5幼ゴ4α’α

距κz‘3α4s力診ゴσ’α

距κZf∫αfゆゴ4α忽

距κ多‘sα6幼ガ4α如

距κπsα‘幼躍認α

酒～ん0♂046π470π　’π4ゴα〃フZ

Eπ々如π魏z‘3カθπ〃々’2‘3

R海040d8㍑4ア0πノ磁）0πゴ（：Z〃π

酒～ぬ04046π41’0η　かZ4’α〃フ¢

五～ぬ04048π470／3　4μα’α’Z〃フ3

Eチz屠αη漉多‘s1》θγ％1α’％s

五～ん0404θμ4γ0／3ブαカ0／Zノα〃π

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

サツキ

ドウダンツツジ

レンゲツツジ

サツキ

ミツバツツジ

ドウダンツツジ

レンゲツツジ

；商　さ（m）

Baumh6he

0．7G

O．95

G．85

0．85

0．75

0．80

0．90

1．00

0．50

0．85

0．40

0。45

0．60

0．50

0．40

舞芝振り（m）

Breite　der
krone

0．50

0．40

0．45

0、70

0．60

G，40

0．55

0．50

0．65

0．40

0．25

0．65

0。30

0．40

0．35

生育状況
Vitalit熱t

＋　％

十
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十

十

十

十

一｝．．・

十

一ト

堰D一

十

十

十

一｛一

土
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壌

一（礫多い）

マルチング
Strohdec．
kung

一号一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

m

十

一｛一

日　当　り
Sonnen－
schein

十

÷

÷

十

十

十

十

十

十

÷

p一

一卜

十

十

Gr63e　d．　ProbeHache調査醐積1．8×5　qm

※　一｛一：9ut良好　　一：nicht　gut不良

Datum調i査年月日26。　Okt．1982．

津
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Schematisches　P負anzungspro貴l　mit　Grundri6　des　Okaya　W－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．17岡谷W一地区植栽種状況

Zustand　der　Pnanzしmg，　beurteilt　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Okaya　W－Bezirks　in　der　Stadt　Okaya．

種 名　Arten
臨さ（m）
lBaumh6he

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

距蜘‘sα‘5ρ’4α如

距蜘‘30％⑫’4α’α

西κ24scz‘輿）’4α忽

距蜘‘sα‘ゆ∫ゴσ如

勉κπ3α5釦）ゼ4認σ

伽螂‘3α‘趣）ゴ4α’α

勲κκ∫α‘sρ’4α’σ

煮～乃0404召ノZ470％　かZ4’6κ3／Z

R乃0404θノZ470πゴαカ0／Zゴ0πフη

β7zん勿π漉％3ρθη〃αげん3

1～ぬ0404θπ4プ01Z　4ガα’σあ〃7Z

必～乃04046π4ア0η　ガπ4ゴ6π卸Z

Rん0404（粥4ro㌶ゴαρ07zfα｛”¢

βπん如ノz地z43ρ6η‘如’％s

1ぞ乃0404θη4ア0π　4ゴ彪’α々47”

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

イチイ

サツキ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

サツキ

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミキバツツジ

1，25

1，15

1．25

1．00

0．30

1。05

1．20

0，50

0，40

0．65

0．70

0．45

G．40

0、85

0．70

葉振り（m）
Breite　der
Krone

0．85

0．75

0．75

0．60

0．70

0．75

0．55

0．70

0．40

0．30

0．60

0．70

0．25

0．45

0．25

生育状況
Vitalitat

＋※
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

土
Boden

壌

一砂礫有り

マルチング
Strohdec．
kung

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

日　当　り
Sonnen－
schein

Gr6Be　d．　Probe鯨che調査面積1．6x5　qm

※　十＝gut良好　　一：nicht　gut不良

Datum調査聯月日26．　Okt．1982．
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Fig．28三：沢A地区の植栽断面図，平面図

4m　　4，5m

Schematisches照anzu餓gspro創mit　GrundriB　des　Misawa　A－Bozirks　in　der　Stadt　Misawa．
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　3
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　6
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13

14

15
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21

22

23
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27

28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．18　三沢A一地区植栽種状況

Zustand　der　Pflanz田1g，　beurteilt　llach　der　Vitaiitat　der　Baumarten　des　Misawa　A－Bezirks　in　der　Stadt　Misawa．

種 名　Arten

Eπん如η漉3‘sカ81’κ～々’κs

1～乃06Jo46η4ア0η　4’1α’α’％ηZ

R乃04046π4ノ’0フZ　”zdゴα〃η

1ぞぬ04048％♂ア0πブαカ0ノ短α〃72

∫1θκ　cγθ解α’σ

Ez‘0πツ〃膨Sブα1》0π∫0κS

Ez‘0πyノπκSゴαカ0π∫OZ‘3

Ez40ηツノπZ‘∫ノαρω彦ゴ0♂‘S

距κκscκ5ρ∫4α如

Eκ0πツ刃π63ノα〆＞0／Z∫6κ3

1Joκ　076ηα’α

E％0πツ1，π‘∫ノαρ0πZα43

E郡0ηyη鰯Sゴαカ0π∫0κS

Ez‘0κy／7膨3ブαρ0π∫0麗S

Eκ0πア窮κSブσカ0ノ擁63‘∫

勲卿45cz‘ψ’4σ如

E3‘0ノ弓7ηπf3ゴαカ0η～α‘∫

ノ1θズ　oγ8ηα～α

βπ0κツ〃3麗5フαρ073κ麗5

勲κκsoκ5ρゴ4α如

勲κ％sα4ψげ4α’α

EZωπy1πZ¢Sノαρ0ηゴ0κ3

Ez‘0πy7フ¢～4Sブαρ0πゴ0κS

178κ　cアω3α’α

Eπ0πy1π％∫ブα」ウ0／2ゴ6κ3

距κ邸sα‘5ρ∫4α’α

E％0πツ1πZ‘3ブαρ0癖α4∫

Eπ々如π漉π3ρ6プ麗如々43．

ドウダンツツジ

　　　　　　　　へ　や
へ　　　　　　　　　　　　ぎ

気ツハツツン

サツキ

レンゲツツジ

イヌツゲ

マサキ

マサキ

マサキ

イチイ

マサキ

イヌツゲ

マサキ

マサキ

マサキ

マサキ

イチイ

マサキ

イヌツゲ

マサキ

イチイ

イチイ

マサキ

マサキ

イヌツゲ

マサキ

イチイ

マサキ

ドウダンツツジ

濡∫　さ（m）

Baurnh6he

0．90

0．60

G．60

0．35

0．40

0，40

0．60

0．45

0．65

0．75

0．50

0．35

0．30

G。50

0。6G

O．70

0．75

0．65

0．85

0。75

G．55

0．70

0．70

0．50

0．65

0．70

0．65

0．60

粟振り（m）
Breite　der
I（rone

0．40

0．25

0．55

0．30

0．35

0．13

0．15

0．20

0．20

0。45

0。45

0．15

0。15

0．25

0．30

0．40

0．10

0．30

0．30

0．35

0．25

0．2G

O。15

0．2δ

0．45

0．30

0．20

0．30

を1：三　育　）韮ブこ　況

Vitalit溢t

＋※
十

十

十

十

十

十

十

十

p一

十

十

g

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ニヒ

Boden
壌

やや不良

マルチング
Strohdec．
kung

十

十

十

十

十

十

十

十

堰D一

十

十

十

十

十

十

十

p一

十

十

十

p．一

十

十

十

十

十

十

十

日　当　り
Sonnen－
schein

綴



29

30

31

Rぬ0404伽470πブ砂0痂C露7π

Eπ々ゴση漉～4sρ67z‘如≠z4∫

1ぞ乃04048π470銘4f如如げZ4〃Z

レンゲツツジ

ドウダンツツジ

ミツバツツジ

0．45

0．75

0．50

0、25

0．30

0．3G

十

十

十

十

十

十

ま

Gr6Be　d．　ProbeH註che調i査面積2×4．5qm

※一．｝一：gut良好　一：nicht　gut不良

Datum　言周査研三月B　26．　Okt．　1982。



57

　　　　イ
　　　　チ
醗嚢，6＞

享

イ

（4）

　　　　マ

。蕎
サ　 ゲ

喬（61

イ

ヌ　　　マ
ツ　　サ
ゲ　　キ
（8）　（9）

イ

ヌ

詣
マ

蕊写
　　　喬

囎

マ

サ　ミ
キ　ツ
㈱　バ

　ツ
　ツ
　ジ
　（紛

2m

1m

○冒
4　0
ぎ）6

　　9

＜つ12

6艦編
毬1ρ。
ユ1　〔三）　19

　　ユ5

爲og・
．g16　017

（〕

21

0
22

23

0

易

窪6

025

024

昆

窮

黙

働1

34

0
33

0
35

0
36

0
37

・32　38

42

Q
41

0
40

0
　39

動39（⊃
ε）　5051

菖鯉
45

　　G
　　4853
（）　　54
46（｝47．

Om　　　　lm　　　　2m　　　　3m

（1）　Rん0404のz4γo露加4ゴ。初η

　（2）　ノ1θκ07ω2σ’α

（3）　距娩6sα‘Sρ耀σ如

（4）　：τセκ％s（：％5ノ）ゴ4〔zたτ
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　（6）　ノ1θκc76πα如

（7）　Ez40翅夕ηπ‘3ブ砂。πゴozじs
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（8）　刀θκoγ6π認α

（9）　E銘0ア2二y1多2Z‘3ノα1）073∫0％3

（10）　11exoア8％α彪

（11）Ez‘o％yフフπ6sノ砂ωzfαf5

（12）E露。解ア7zz4sブαρ02麗α4s

（13）　　E％01耽ソ刀z多喜3ブθρoηガα∫s

（14）　　五～々0404θπ4γ01z　4〃α’αあ‘η7

8m

　　　　　　　　　　　　　　　沢B地区の植栽断面園，平面図
Schelnatisches　PHanzungspro負1　mit　Grundri3　des　Misawa　B－Bezirks　in　der　Stadt　Misawa．
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28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．！9　三沢B一地区植栽種状況

Zustand　der　PHanzung，　beurteiit　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Misawa　B－Bezirks　in der　Stadt　Misawa．

種 名　Arten

1～ぬ06040π6プ0π　ノπ4∫C3〃1．～

ノ㍑060げ6π4プ0π　ゴ∫如忽々〃π

Eπた∫απ蕗‘sカθη‘1α’z‘5

Rぬ06040π4〆0ηブαρ0πゴ0κフ72

E％0箆y刀Z麗3ノαカ0πゴα‘S

勲κ％5α‘ψ’4α’α

Eκ0ηツノ7πζSノαカ0ノπCκS

ノ’θκoγθ1諺α如

距κ3¢5α‘sρ此1α如

E％0η二y刀％‘3ノα1）0／3∫α偲

Ez‘0犯y”％‘∫∫αρ0ηノα‘S

刀θκc7εア～α如

∫16κ67θ1盟如

E％0πツ〃ZZ‘Sノαρ0η記％S

Ezωηツ耀Z‘3ゴαρ01¢∫α4∫

距κz‘s　cκsカJdα’α

Ez‘0／2ツノηπSノαρ0η’0～4S

勲κz‘3　α‘ψゴ4αげα

万κ012アη2麗∫ノαカ0πゴ6Z‘S

Eκ01～ツ刃π‘∫ノα1）0ηノC㍑3

肋κz¢scκゆ’4α如

E麗01η1フπ‘3如」ウ0％’Cμ3

∫！θκcγ6％認α

E％0ノηη2Z4Sブαρ0η’〔＝％5

肋x％sα‘幼ゴ4α’α

E甜0鬼y辮％3ブαρ0児f（IZ‘S

∫1θκoγ8幽幽

E％0πツ7フπ43ブαρ0π勿％S

　　　サツキ

　　　へ　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　コ　リ　　　こツハツツン
　　　ドウダンツツジ
（病気になっている）
　　　レンゲツツジ

　　　マサキ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　イ．ヌツゲ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　マサキ

　　　イヌツゲ

　　　イヌツゲ

　　　マサキ

　　　マサキ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　マサキ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　イヌツゲ

　　　マサキ

　　　イチイ

　　　マサキ

　　　イヌツゲ

　　　マサキ

高さ（m）騰駄溜
Baumh6he　l　K，。n。

0．50

0．60

0．60

0．45

0．55

0，65

0．65

0．35

0．80

0．45

0．50

0．45

0．35

0．60

0．55

0．65

0。50

0．65

0．65

0．55

0．70

0，70

0、25

G．60

0．65

0．65

0．45

0．80

0．70

G．30

0．35

0．50

0，15

0．35

G．20

0．25

0．25

0．15

0．25

0．30

0．45

G．30

0．15

0．30

0．20

0．45

0．40

0．20

G．40

0．25

0．25

0．15

0．25

0。20

0．55

0．25
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十
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÷
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鵠
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33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

δ3

54

πκ％36κ5カガ4α如

石％0π夕〃3Z4Sノψ0痂α‘3

／7θκcγθπα’o

E％0πy規％Sブ砂0痂C％5

君％02Zタノη％Sブαカ0加0％S

／r16κS7θηα’α

乃κ％36z践5カゴ4α’α

勲κz‘sα鰐）∫4説σ

E340ηyηZ髭5ブαρ0短0κS

∬1θκ07θ7zαごσ

Ez‘0πツ辮彦‘Sゴαρ0／2ゴαf3

Ezωπy7翅‘Sゴαρ0痂CκS

ノ」6κ　oγθ12α’α

Ez‘0πy／7鰯5ブαカ0痂0％S

Eκ0πyη翅Sブαカ0擁0御∫

距κκ30舘5カゴ4α砲

βκ0πアノアπ‘Sブαρ0πゴ0％3

翫伽y棚Sゴαカ0耽1‘S

E露‘0／2夕η鰯3ブαρ0π’C％3

E％0／Z夕，鋭‘3ブαρ0πゴ0κ5

ノ」θκcγ6πα’σ

Ez‘0πツノ7π‘Sノαρ0痂03‘5

左㍑々’αノ¢魚％sρθγκ1α魏s

R海0404ω2（」γ02？ノαメ）07Z2C3‘”7

勲0404θノZ470，Z　ゴπ4ゴαρπ

ム～々04046／24ア01Z　4’如≠α’Z‘辮

イチイ

マサキ

イヌツゲ

マサキ

マサキ

イヌツゲ
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マサキ

イヌツゲ
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マサキ

イヌツゲ
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マサキ
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マサキ

マサキ
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マサキ
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サツキ
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0、55

0．60

0．80
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0．60
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÷
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Gr6Be　d．　Probeflache調査面積2×8　qm

※　一｝一：gut良好　　一：nicht　gut不良

Datum調査年月籏｛26．　Okt．1982．
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・4067加句碑‘ノ7z　var．耀二’sz〃鰯紹β

Qz‘¢γCκSS召γγα如

　　　　　　　　　Fig，30　三

　4m
（8）

（9）
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．40θ7加1ノηα如πvar．歪1魏s2‘〃π磁6

Qz紹70s　38γアαオα

ノ106γρ認灘伽πvar．ノ朋’3襯％アαθ

距κκ3α‘5カ’4σ如

五～ん0404（ηZ470π　4ガ如’α廊4”②

沢E地区の植栽断面図，平面図

Schematisches　P日anz職gspro負1鶏it　GrundriB　des　Misawa　E－Bezirks　in　der　Stadt　Misawa．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．20三沢E一地区植栽種状況

Zustand　der　PHanzung，　beurteiit　nach　der　Vitalitat　der　Baumarten　des　Misawa　E－Bezirks　in　der　Stadt　Misawa．

種 名　Arten

E7z々ゴαフ．π乃z’sρθ1・z41α’％∫

1ぞぬodo6（ヲπ470フZ　4ゴ如≠σJz〃フ3

1ぞ海04046／Z470π　2π4彦OZ〃η

E2‘0／Z〃πZ‘5ブαカ0π’（♪％S

肋κ％3　α‘5ρゴ4α’α

E％0πyηZZ¢5ゴψ0雇α‘3

9z4θノ・αfS∫6γ7αげθ

〆10θrカσZ7％α々〃π　var．1πα’5％ηπ‘7αθ

．40θ7加」ノノ磁瑚zvar．フηα’3瑚π〃α8

．4c87加1脚’z〃ηvar．”2α融脚㍑θ

五621ρα」ノブ躍廊〃η　var．ノπσ’SZ〃7¢％アα6

、4cθア加1脚伽，z　var．ノフ磁sκ脚7磁

ρκ67α‘s36ア7α’σ

澄。61・加」ノ7魏2‘ηz　var．脚♂s瑚π〃’α6

／10θγρα1刀¢α’露〃π　var．ノπ｛2’3％刃π4アα8

ρκ8γα63367γα’σ

／10θアρα1解α渉9〃π　var。7πβ∫S3〃7π〃πθ

93‘67α‘33ω’7σ≠8
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Zustand　der　Pflanztmg，

　　　　　　　　　　　　　　Tab。21三沢H一地区植栽種状況

beurteilt　llach　der　Vitalitat　der　Baurnarten　des　Misawa　HBezirks　in　der　Stadt　Misawa．
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離職灘

Flg　32　岡谷E地区の生育状況（植伺後約3ケ月1孟i，1982年10月25羅D

Zustand　des露一Bezlrks　IR　Okaya（3　Monate　nach　der　BepHanzし足ng，250kt　1982）

　Flg　33　岡谷M地区の生育状況（植付後約3ケ月目，1982年10月25日）

Zustand　des　M　Bezlrks　ln　Okaya（3　Monate職ach　der　BepHanzung，250kt．1982）
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　　Fig．34　岡谷N地区の生育状況（植付後約3ヶ月目，1982年10月25日）

Zustand　des　N－Bezirks　in　Okaya（3　Monate　nach　der　BepHanzung，25．　Okt．1982）．
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　　Fig，35　岡谷N（手前）とOQ・勺側）地区の生育状況（植創後3ケ月目，

　　　　　　　！982年！0月25日）

Zustand　des　N－Bezirks（vorne）und　des　O－Bezirks（hi臓ten）in　Okaya（3　Monate

Rach　der　Bepfla簸zung，250kt．1982）．
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薩灘
壌緊㌃

i編

1繋．1驚

無職礪　

　　Fig．36　岡谷R地区の生育状況（植付後3ケ月目，1982年10月25日）

Zustand　des　R－Bezirks　in　Okaya（3　Monate　nach　der　BepHanzung，25，0kt．1982）．

　　Fig．37　岡谷W地区の生育状況（蝋付後3ケ月目，1982年10月25日）

Zustand　des　W・Bezirks　in　Okaya（3　Monate　nach　der　Bep且anzu聡g，25．　Okt．1982）．
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　Flg　38　海沢A地区の生喬状況（植伺後3ケ刀FI，1982年10月25［≡D

Zustand　des　A　Bezlrks　m　Mlsawa（3　Monate　nach　der　BepHanzung，25。　Okt．1982）

　Flg　39　三沢B（向側），鳴沢C（手前）地区の生育状況（植付後3ケ

　　　日陰，1982年10月25ED
Zustand　des　B－Bezlrks（hlnten）und　des　C－Bezlrks（vorne）1n　Mlsawa（3　Monate

nach　der　Bep負anzung，25　0kし1982）



Fig　40　三沢£，F，G（手前）地区の生育状溌（植付後3ケ月目，1982年

　　10！弓25日）
Zustand　der　E，　F，　G（vorne）Bezエrke（3　MoRate　nach　der　BepHanzung，250kt　1982）

　Fig　41　三沢H地区の生育状況（植付後3ケ月羅，1982年10月25　ED

Zustand　des　H　Bezlrks　m　Misawa（3　Monate　nach　der　Bep飴nzung，250kt。1982）
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                           ZUSAMMENFASSUNG

 Granplanung fitr Umweltschutzwalder an der Japanischen Eisenbahn (JNR: Japanese

National Railway) des Hashihara-Misawa-Bezirks (Mittel-Japan).

                -----Zuwachsanalyse der gepflanzten Setzlinge-----

                 -Erste Untersuchung Uber Bepflanzte Zeit-

                                   von

Akira MIYAWAKI, Yasushi SASAKI, Kazuo UDE, Taketoshi OGINO, Noriaki ANAI

und Junpei WAIDA.

  Es ist eine Linie der JNR (Japanese National Railway) parallel zu der bisherigen

Eisenbahnlinie (eine der Hauptlinie Chuo-Honsen) im Bezirke von Hashihara und

Misawa in der Stadt Okaya, Prafektur Nagano, Mittel-Japan, 760m U. NN gebaut worden.

Diese neue Bahnlinie durchschneidet das Siedlungsareal der Stadt Okaya. Hier ist

geplant, an der neuen Eisenbahnlinie eine Okoiogisch-vegeatationskundliche Untersuchung

durchzufuhren, um eine schnell wachsende Umweltschutzwald-Zone und eine vielseitige,

stabile, naturnahe Landschaft zu bilden.

  Eine standortsgemaBe, dicht wachsende Waldvegetation ist als lebendiger Baustoff

entlang der Eisenbahnlinie nicht nur als ein biologischen Indikator fur Umweltver2n-

derungen, sondern als grUner Filter gegen Larm, Staub sowie andere Verunreinigungen

der Luft und des Wassers und durch andere vielseitige Wirkungen von bedeutenden

Wert.

  Solche grUnen Filter werden das dauernde Zusammenleben der Einwoher mit der

Eisenbahn erleichtern. Seit l977 wurde eine vegetationskundliche Gelandeuntersuchung

im Auftrag der JNR durchgefUhrt (Miyawaki et al. I978, 1979, 1980, 1981, l982).

  Auf dem konkreten Bepfianzungsplan fifr die Umweltschutzwalder entrang der neuen

Eisenlinien sind 7 Anfpflanzungsformen (Tab. 3) unterschieden: Hohe Baume, Mittelhohe

Baume sowie Straucher als Mantel werden verschiedenartig kombiniert je nach Lage

und Standort (Fig. 6-ll).

  Unmittelbar nach der Pfianzung im Juni und z. T. Juli l982 wurden Dauerflachen

angelegt, um den Zuwachs (Gesamth6he und Kronenbreite) der gepflanzten Setzlinge

im Gelande regelma?ig zu messen und damit eine Unterlage fur zukttnftige Vergleiche

zu haben.

  Im Oktober i982, 3 bis 4 Monate nach der Pflanzung, wurde die erste Untersuchun-
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gsserie auf den DauermeBfi2chen clurchgefUhrt. Der Zuwachs ist noch nicht besonders

gr6fi, aber die verwendeten Geh61ze, die Zunachst in T6pfe ausgesat worden waren und

dann ausgepfianzt worden sind, leben alie ais gut entwickelte Jungpfianzen und haben

neue Sprosse gebildet: es sind keine Einjahrigen gestorben. Es ist rnit Sicherheit zu

erwarten, daB sich mit der Zeit standortsgemaBe HeimatwAlder entlang der Chuou-

Honsen Eisenbahnlinien im Hashihara, Misawa-Bezirl< entwickeln werden.
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